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研究成果の概要（和文）：イ貢研究では(１１１台平野および北上川｢'１流部の一関～平泉氾濫原低地を
対象に，扇状地上および低地｣二に腱開している'１１河川地形を検'1}し，河道放棄時期を決定する
ことにより，過去に能じた多埜の'二砂を伴う大洪水の時期をそれぞれ特定した。また，扇状地
や低地の上流側に位置する広瀬川および衣川１１}１１身の河岸段丘地形の調査により，過去１ﾉﾌﾞ年Ｍ
の1,,1床高度変Iﾘjを求め,人洪水と癖接な関係を持つ-上砂供給堕変lillに関する璽喚な資料を得た。
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２．研究の||的

河川本流から越流して形成された｢旧河道
一自然堤防地形｣を，多量のｋ砂を伴う巨人
洪水痕跡として位置付け，その形成時期を特
定し，それらの完新世後期における人洪水発
生時期および頗度の変化を地球温暖化期と
の対応から求めようとするものである。

１．研究開始当初の背景

研究代友者はこれまで，｛'11台､1Ｗを中心と
する地域において，過去数千ｲﾄﾞIHIに多量の｣＝
砂を(１２う大洪水が数次にわたり発生してい
たことを，自然堤防地形の分市およびその形

成年代から把握してきた。それらは２４００年
１１t，１５００年前など特定の時期に多く発生して
いる。人洪水の苑'k1Mi期は地球il11l11遥化と祷接
な'11連があると夢えられ，国上防災の観点か
ら'１１煙な.研究であると考えられる。

３．研究の〃法

(1)河川下流部の沖積低地における大洪水

[l'[接経f』ｉ 間接経費 合計

2008ilz度 800.000 240000 1.040.000

2009年度 700.000 21ｑＯＯＯ 910000

2010ｲ'二度 500.000 15qooo 65ｑＯＯＯ

ｲ1ﾖ度
{lz度

総計 ２０００．０００ 600000 2.60ｑＯＯＯ



第Ⅲ浜堤列|Ｍの堤間湿地のド底深度は，’''1武

隈川が鳥の海に接続していたと考えられる
ルートにおいて大きく（-2.7ｍａｓ」.），そ

れ以南の断、において深度は小さくなって
いる(-03～－０５ｍａｓ」.）ことが分かった。

さらに，阿武|股川が通過したルートにおいて｝
－２７ｍａｓｌ以深に阿武隈川の河床堆積物と
考えられる淘汰不良の砂屑が確認された。ま
た，河床堆枇物直上の腐植質粘－１二層について
放射性炭素ｲﾄﾞ代測定を行った結果，２４９０±
30yrBPのｲﾄﾞ代値を得穰た。これらの結果から，
阿武隈川は沙190yrBP以前まで，現在の為の
海に通ずるi1J道を有しその後，河道･位慨が
変化したことにより鳥の海の原形が形成さ
れたと考えられる。

他方,仙台1lKULjf南部の第Ⅲ浜堤列は，Ｌ000
年前以降に形成されたとされてきたが，水ｲﾘ「
究により．’'''１ｆｔ隈川以南の従来第Ⅲ浜堤列糀
の少なくとも‐部は約2,500年前には形成さ
れていたと考えられる。この点については今
後の課題である。

痕跡の検出と形成年代の特定

′|鳶研究では,（'１１台平野中央部を流下する名
取川.広瀬川沿岸に発達する扇状地およびそ
の「流側低地を対象に，多量の土砂を伴う大
洪/l<の痕跡地形として｢自然堤防-,Ⅱ河道」
地形を検出し,人洪水堆積物としての自然堤
防地形の形成年代を，ｌｎ河道のi11I道放棄年代
から推定した。「[《'然堤防一lH1ilJ道｣地形の検
出は空中写真判読により行い，大洪水堆積liij
のⅣ1厚については簡易ボーリングを行った。
人洪水襲来時期は’１剴然堤防ｊＩｌｉ被物の下位に
雌紙する後背湿地Ｉ化堆積物の堆枇年代およ
び洪水をもたらした１日河道の１１１１道放棄年代
をもとに特定した.これらの調在は，北上川

｢'１流部に位置する一関・平泉氾濫原低地周辺
の''１河道についても同様に実施した。

(2)沖積低地のＩＩＴ上流地域における河床高
度変動
（111台平野に流下する広瀬川を例に完新|世
に形成された河岸段丘地形を詳細に区分す
るとともに，段'111%成圃の層ｲ;､変化および構
成Ⅳiの年代測定により，段丘形成時の河床高
度変動を復元した。また，各段丘1ｍについて，
侵食段丘あるいは堆積段丘の判別を行うこ
とにより．河谷における土砂供給雌の増減を
}||;定した。本項１１の調査については，北上川
''１流部に位置する一関・平泉iuiWfll;（低地に西
0111から流入する衣)|lについても''１棟に実施
した。

(3)広瀬川'１１流部の完新IlLiⅡJ岸段丘地形と

河床高度変化
広瀬川沿いの完新世段[fは，近'辻に広がっ
たⅣ面も含めて．完新世Ｉ～Ⅳの４面に区
分される。

完新ｌＬＩｉｉｉは川側への傾斜が大きく，lniの
形成年代は９５００～9,1OOyrBPである。段｢ｆ
を構成する砂礫層の層厚は１，弱で，｝侵食段
丘である。ｉ１１ＩＬｌﾐは青葉区川内付近において．

形成期間に44ｍから４０ｍへ低「している。
完新|Ⅱ二Ⅱ|ｍは９ｍの屑厚をもつ構成層が確

認され，堆脚1段|冠であると考えられる。川内
一Ili公園付近における同段'た橘成層のlIMilli
開始高度は２１ｍであり,堆枝1ｍの高度は約30ｍ
である。形成j01問において約10ｍの河床の上
昇が想定される。堆積終了に近いレベルの堆
積物の年代は2,010yrBP，そして離水後のイド
代としてL700yrBPの値が得られている。ま
た，Ⅱlniの形成期間において，構成層は砂礫
→組・中粒砂→砂混じりシルトという変化が
認められることから．堆積ｌｉ１間を通して流れ
の強い環境から静水環境への変化が想定さ
れ,その原|Alについての検討がさらに必鰹で
ある。

n面離水後の河床高度は，完新ＩＵｍＩｎｉ
（27m)，Ⅳiii（25m)．そして現河床（約２３m）
まで低下した。

他方．段丘lniの離水に関述する事象として（
段丘|Biの｣虫位|､佃|の段斤崖1くに，Ⅲ河道状の
連続するlll111uが残されているケースが多く
みられるが，それらlH河道状地形は段丘１町の
離水と同調して形成されたIiJ能性を指摘す
ることができる。直接的な年代試料の乏しい
完新世段丘地形研究において，段丘面上に残
されたll-linIjijytおよび'１｣河道jll1枝堆積物のｲj：

。、研究成果

(1)(111台平野中央部名取川・広瀬i川扇状地上
の「自然堤防一|Ⅱilil道」地形
’１１１台平野中央部に位置する椚取川および
支流の広瀬川が形成した扇状地において．
醐状地地形を形成した土砂の供給源でもあ
る'１１１，J道の形成時期，放棄時期について次の

成来を得た。扇状地上を流下していた３筋の
ll1iⅡJ道地形を新たに特定し，その放棄年代と
してL7-lO±２０yrBP，９６０±30yIBP，９２０±
30yTBP，540±20yrBPの値を得た。また、扇
状地から低地側に流下した旧河道を２筋新た
に検出し,河道放莱時期として1830±30yrBR
5LIO±３０yrBpの１１i{を得た。

(2)宮城県百理'11「「烏の海」の成１人|について

烏の海は阿武隈川河口から南１．５kｍに位置
する潟湖である。これまで地元では，鳥の海
は'111[｣此隈川のll1illlllであるとされてきたが
その根拠は定かではなく，形成された時期も
lⅢらかにされていなかった。

ここでは，鳥の海が阿武隈川のlllinl口であ
ったことを前提に，阿武I隈川が通過したであ

ろう第Ⅱ第Ⅲ浜堤列問の堤間11111地を横断す
る６ラインにおいて簡易ボーリング捌査を行
い,地質断而図を作成した。その$,jUR:’第Ⅱ



征は，段丘面の離水１１$期の特定や離水現象を

考えてゆくｋで，重典な下がかりになると考
えている侭

広く分ｲ|ルている。段丘面上には一関市川辺

付近および平泉Ⅲ｢欠崎付近にいくつかの|Ⅱ
河道地形が残されており，そのうち明瞭な111

河道のi1lJ道放棄年代は２７[O±230yrBP～
2,620±IOOyrBPである。また。下位の平泉Ⅱ
面に残された旧河道聯のうち，雌も年代値の
古いものが2,050±120ＷＢＰであることから，
平泉Ilhiは約2’６００ｲ1H前から2,000年前のｉＩ１
の時期に離水したと考えられる。
④平泉Ⅱ面
平泉IlniをＬ５～２０ｍ下刻して形成されて

おり，低jluの中央部から南部のlI11ill±に分布す
る。平泉１面との'１１]の段丘崖は，平泉Ⅱ面上
に残されたlH11iJ道による侵食崖であること
が多い。、F泉Ⅱ面｣二に残された'１１河道の河道
放棄年代は２．０５０±l20yrBP～Ｌｌ７０±
llOyrBPのイド代値を示すが2000yIBPに近い
年代値を示す事例が多いため．約２０００年前
以降に形成された地形面であると考えられ
る。

以上のように，衣川1ｍ，平泉０１打，平泉１
面，および平泉Ⅱ面は約１万年iii以降の地質
時代である完新横に形成された段丘面であ
ることが求められている。段丘而の名称につ
いてはWIi定的なものであり，今後の研究の進
腔に即して整理して行きたい。

(4)北上Illr1I流域，一llLl・平泉氾i慌原低地の

大洪水痕跡と段丘面の離水時期
一関・il[泉氾濫原低地は、北１２｣１１河'－１から

約８０～901(Ⅲ地点に位W【し,低地Ⅱi部の一関
市川辺卜l近で東西４kIIL低地北部の』1と泉町長
島付近で2kｍの幅をもち，白鳥舘から狐禅寺
峡谷入り１１まで南北約’0kｍの広がりを有す
る。低地の標高は長,『`!j付近で２５，，狐iiii寺峡
芥入り「|付近で［8ｍである。北上川１１１１口から
の河床平均勾配は028/lOOOであり，海に面
する沖積低地としての''１１台平野や北上川下
流沖積低地の河床勾ｉｉｌ１と同等である。これは
当地域に広がる氾濫Ⅲ〔低地の河水氾濫頻度
の高さを典付ける数1111【でもある。
氾濫原低地縁辺部には後期旧孑｢器時代に

相当する約２万年前とされる最終氷期に形成
された段斥IHTが分布し，低地中央部および衣
川流域には純文時代'11.脚l以降にあたる約１万
年前以降の地質時代である完新IⅡ:の段丘而
群が広がる。完新世の段丘面上には北'二川．
衣川，および盤井川に沿って多くの''1河道地
形が分ｲｶﾞしている。
北'二川氾濫原低地について，匠１ｋ地理院発
行の４万分の１，２万分の１空中写真の判読
と現地調盗に基づき段丘面区分を行った。そ

の結果以下の完新世段丘面の存ｲ１２と離水時
１１１１が明らかとなった。

①衣川、
衣川面は衣川左岸沿岸部に特徴的に認め
られ，前''１の最終氷期に形成された段丘を２
～５，下刻して形成されている。段nHlriiの勾配
は７/1000であり，当地域の段丘１，iのなかで
最も勾配が大きい。ｌｒｉｌ段丘面上には妓終氷期

に形成された段丘面との間の段斥瀧に接し
て明瞭なll1inJ道が認められる。１１｣111J道のimI道

放棄年代は後述するように8800～7,500ｙｒ
ＢＰであることから，約7,500年前以降に離水
した（形成された）段丘面である。

②平泉０１m
平泉０１ｍは氾濫原低１１u北端部，」ヒヒ川左岸

の長島付近に部分的に認められる段｢f面で
ある。海抜２５ｍ前後であり。現河床との比高
は約［0ｍである。段丘[iii上には３筋の旧河道
地形が認められ，そのうち最も明瞭に残され

た'1］河道のi'１道放棄ｲ|{代は4,470±l20yrBP
である。このことから平泉０面の離水年代
は4,500年前以降と考えられた。
③平泉Ｉ１１ＴＴ
ｌＺ泉Ｉ[ｍは氾濫原低地に広く分ｲ|丁する地

形面であり，低地北部での高度は２３m，南部
ではl9mlili後である。低地内の平均勾配は
０３/ＬＯＯＯであり，低地の北部では北上川の
左岸に広く分ｲi丁し、南部では北_上川イ｢岸側に

(5)衣川流域の完新IlLiliJ岸段丘地形

また，衣川流域に分布する完駈１１k段氏のう
ち最上位段丘の形成ｲ1二代を段丘lii上に残さ
れたⅡ｣１１１道の放棄ｲf１代をもとに特施した。そ
の年代は8770±40yrBPであり.広瀬川中流部
の完新|此最上位|前の形成時期とほぼ一致し
た肉

(6)仙台Ｗ\海浜における砂浜堆械物の動態
①1978年～2010年の砂浜の侵食/堆積状況

イミ研究では近い過去および近未来の砂浜
侵食／堆彼の動向を知ることにより，河川や
海食崖からの上砂移Iil}が過去から現代にか
けて．どの様に変化しつつあるかを求めた。
2007年と２０１０年のそれぞれ１０)Iに仙台平

野の海浜２０地点において砂浜の断面測量を
実施した。2000年までの砂浜の変化傾向とそ
の後とを比鮫すると，例えば閑上海浜におい
ては１９９３イ｢にllOHLI998年にI30IIL2000
年に160ｍと加速度的に砂浜の堆祇が進行し
てきたが，２００７年，２０１０年ともに155ｍが維
持され，砂浜の成長が停止している。そのほ
か,2000ｲ|§までに堆枇傾向にあった謄塔iii海
浜や吉、浜海浜では砂浜は侵食傾向に転じ
ている。すなわち，２０００年以前に堆積傾向に
あった砂浜であっても，２０００年以降は堆積速
度が急述に小さくなるか，逆に侵食傾向に転
じていることが求められた。また，従来から

侵食傾向にあった砂浜については，その傾向
が維持され砂浜の縮小が続き．笠野海浜では



５．にな発表,論文等

（研究代表者、ｲﾘﾄ究分ILLilf及び連挑|ﾘﾄ究者に
はＦ線）

１９９３ｲFには４５，，１９９８イドには-10,,2000年に

は３５ｍと縮小を続け，２００７年には35m，そし
て２０１０年には砂浜消失に至っている。これ
らのことから，２０００年以降はいずれの定点に
おいても砂浜は侵食傾向が強まる，あるいは
侵食Iullruに1伝じたといえよう。
澤本（2001）は１９８１年～2000年の海浜動

態について，怪食域における砂の侵食量と堆
積域における砂の堆祇[１tの収支はIlll台平野

の海岸全体ではバランスが取れていると論
じたが｡２０００年以降については測ｌｌｔを実施し
た定点のほとんどで．堆祇傾向が止まってい
ることから，（'１１台平野のiiIj浜全体の上砂収支
は負に幅じていることが抗み取れる。

②2000年以降の砂浜縮小のメカニズム
２００７年および２０１０年の測量結果では，砂

浜111iリミに至る地域が沿ＩＩＬ襟砂の下下側（北
側）に拡大していること，それ以前に堆積傾
向にあった定点においては，堆積速度の急激
な低「，あるいは堆積から侵食へのI腫換が認
められた。これらの現象については以下の様
なメカニズムが想定される。
２０００年以前は港湾等の海岸榊造物の建

設・終備により，構造物の下手側で･侵食され
た海浜の土砂が沿岸漂砂として北へ移動し
下手側の港湾等構造物の上手側に堆積する
形で海浜を構成する土砂が侵食域から堆積
域へ移動し続けていたが,２０００年以降は砂浜

消失に至る地点が拡大し，波が防i1Ml堤および
その海l1llに設職された波1i[ルブロック（テト
ラポット群）を|【'[接アタックする状態となり
．侵食域における浜E１体がii1ii成した。そのため，
堆祇域への上砂供給が|斫たれ，従来堆積域で
あった砂浜の拡大が停I卜したものと考えら
れる。

③砂浜の余命と今後の対漿
海１１と侵食防1上対策下としての雛l擴堤やヘ
ッドランドが建設されておらず，沿岸漂砂が
連続的に移動し得ていると考えられる名取
川iiiJl1からlfp1武隈川河'１までの13.71<、の区
間に焦点をあて，区間内の２０００年から２００７
年および2000年から２０１０年までの年間土砂
侵食ljtを求め。区間内の防潮堤より打線側に
残存している上砂量をそれで除することに
より砂浜の余命の算定を試みた。その結果は

30～３５年であり，最短で３０年後には砂浜が
消滅するものと醤えられる。
④IIll台平野は七北Ⅱ｣川，名取川および阿武
隈川が排出した土砂や．仙台平野の南に隣接
する綱島県浜通り海岸の海食崖から供給さ
れるｌ:砂により海岸線が|iii進し．広大な↑｢h枝
平野として発達してきた。しかしダムの建設
やかつて行われた河川敷・河床からの砂利採
取，砂防堰堤の建設などにより河川からの'二
砂供給量は年々減少しているのが火態であ
る｡

〔雑誌論文〕（,汁８件）

①払水禿lyLlllllll遺跡およびその周辺の地形
環境一扇状地と旧河道地形一．仙台市文化
財課,凋脊報告，2011,（lElJMll中，査読無し）

②松木秀｢Ｕ２１，大'１ﾄｶﾞ平野と地ﾙ銅工遺跡周辺地形
の形成過程．」川濾IHT文化1M,iM森報告１１卜，第２１
集，「地蔵車遺跡Ⅱ－県道１１ｺ新田三本木線改
良エリl:に伴う発Ilii調査報(｣f雰一｣，2011，加
美Ⅲ｢撒育委員会，52-56．（森読無し）
③松本秀明・jll藤温了・熊谷真樹．（1[１台平野
の海浜における砂浜侵食，1978～2010年の実
態と将来予測2011,人１１１Ｗ『報学研究所紀要，
vol１６，’03-1[()頁（査統ｊｌｌＬ）

④郷ｲ･｢近勝夫･ｈｋ杢蚕且ＬＬ砂浜侵食と動植物．
2010,月刊「昆虫と自然｣，２０１０年９月号．

ppl5-18．（査読有り）
⑤松木秀明｛１１１台平野に残された大洪水およ

び大ilk波による堆積物とその年代．2010．第
５向｢ｲ1萬代測定と[１本文化研究｣予行集.34-41
頁．（汽読あり）

⑥払水秀明，「rl然堤防」地形を形成した巨
大洪水，2009,『季刊教養学部』No.１０．１６－１７
（杏ｌ識無し）
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①担本秀明・熊絆真樹．平泉とその周辺地域
の河成地形についての、然地理学的研究
～111,((&鮪遺跡ljlilI1ll地形1,iおよび長粁ケ原廃
寺跡辿跡付近を皿る1,河道地形について～・
第１１１｢i平泉文化フォーラム，2011.1.29-30
（奥州｢|j）
②松木秀Ⅲ1.熊秤真樹，広瀬川中流部におけ

る完新ｌＬの河床,ﾄﾞＩｊ度変化に関する知jmL東北
地理学会・北海道地理学会共催秋季学術大会，
20]０，９．１８－１９（札幌，」上海学園大学）

③藤ﾉＭ‘千・雌水秀明，１１１１台平野南部に位置
するJ13の海の形成時期とその要因．束｣k地理
学会様季学術大会.2010.05」5-16('111台｢ｉｆ
戦災復興記念館）
④松木秀明・Ｄｌ１ｌＭｉ協子，｜|[１台平野の海浜にお
ける砂浜･侵食の実態と将ﾙﾓ予測．ロ本地理学
会秋季学術大会．2009,1024-25（U1I覇．琉
球大学）

⑤投水秀明・野''１茶律子.,佐藤美果，北上川
中流部一関～平泉付近の氾濫原に残された
１日河近in§の形成ｲ'二代．東北地理学会様季学術
大会．２００９５.’７（(l[|台，戦災復興記念館）
⑥投水秀[ﾘE1・加鵬船&子，（''1台平野のi1Ii浜にお
ける砂浜､侵食の実態２００７年．東北地jJil学会・
歴史地理学会共催春季学術大会．２００８．
５１７－１８（仙台｢|｢，宮城人'強）
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